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ポイント 

◆子ども・子育て支援法(2014 年)、成育基本法（2018 年）のもと、妊娠・出産・育児

についての支援の体系化が進められている。こうしたなか、当事者の認識や行動など

の実態を把握することは極めて重要である。 

◆女子大学 3年生の公衆衛生講義のグループワークのなかでとりあげた「妊娠中、新生

児期の健康課題と対策」についてのプレゼンテーションと提出レポートについて、オ

プトアウトで承諾を得て、113人分の内容を分析した。 

◆20 歳を超えるまで、ほとんど妊娠出産について学ぶ機会がなかったと自覚している

学生が多かった。 

◆半数以上が妊産婦健診に言及し、半数近くが母子健康手帳の意義や重要性を改めて認

識したという。さらに、より多くの同世代にひろめるためにスマートフォンのアプリ

ケーションに期待する記載が 3分の 1以上にあった。 

◆若年者に情報を届けるうえで、情報を得る手段が紙媒体からデジタル情報に急速に変

化していることに対応していくことも重要であると考えられる。 
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1. 背景と目的 

 

子ども・子育て支援法(2014 年)、成育基本法（2018 年）のもと、妊娠・出産・育児

についての支援の体系化が進められている。しかしながら、とくに若年女性の妊娠・出

産に関する認識は捉える機会が少ない。こうしたなか、当事者の認識や行動などの実態

を把握することは極めて重要である。本調査の目的は、今後の子どもたちへの健康教育

に何が必要か、若い世代への情報提供はどのような方法が効果的か、を検討する過程に

おいて、参考となる若年女性の視点を把握することである。  

都内のある女子大学管理栄養士コースでは、公衆衛生学の授業において、2 年生では

母子保健、地域保健、産業保健といった領域別講義を行い、3 年生ではグループワーク

にライフステージ別の健康課題をグループごとに割り当て、その成果を発表させて、発

表グループ以外の学生には発表を視聴してのレポートを課した。また、2020 年度につ

いては、ライフステージ別健康課題の発表終了後に、「プロバイダーとしてどのような

情報を提供するか、対象を特定してのリーフレット案を作成せよ」という課題のもとで、

資料案をレポートとして提出させた。 

この一連の授業のなかで、「妊娠中、新生児期の健康課題と対策」をテーマとしたプ

レゼンテーションについて、発表された資料と提出されたレポート、啓発資料案レポー

トのうち妊娠出産に関わるものを分析し、20 歳を迎えた若年女性の妊娠・出産に関す

る知識や関心の一端を読み取ることとした。 
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2. 対象と調査手法についての手続き 

 

対象は、都内女子大学の管理栄養士専攻の 2019 年度及び 2020 年度 3 年生合計 114

名のうち、承諾が得られた 113 名である。前述した「妊娠中、新生児期の健康課題と対

策」をテーマとしたプレゼンテーション（3．プレゼンテーション資料に詳述）の聴講

に基づき、プレゼンテーション資料自体、および、講義後に作成された小レポートを用

いて、キーワード検索等により分析を行った。 

2019 年度および 2020 年度 3 年生の匿名化した「妊娠中、新生児期の健康課題と対

策」発表資料、聴講後レポート、および 2020 年度 3 年生についてはあわせて啓発資料

案レポートの研究への使用の承諾を、成績表登録後に、オプトアウト方式により求めた。

2019 年度生については直接、2020 年度生については大学が専用に構築しているネット

ワークシステムのなかで、文書及び口頭説明を行った。 

なお、実施にあたっては、対象としたクラスを統括する学部長に学内での調査への理

解を求め、調整した結果、倫理審査は日本医師会倫理審査委員会に諮ることとし、同委

員会の承認を得て、分析を開始した。 
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3. プレゼンテーション資料 

 

プレゼンテーション資料の作成にあたり、授業のガイダンスにおいては、学生には、

教科書のみならず行政公開資料や報道資料ほか、広く資料を集めてグループ内でディス

カッションして資料を作成するよう指示した。2019 年度は教室において、担当グルー

プが教壇脇に立ち、正面の大型スクリーンに投影しながらプレゼンテーションを行ない、

質疑も受けた。2020 年度は新型コロナ禍対応の WEB 授業のため、Zoom によるオンラ

インでのプレゼンテーションで、質疑はチャット機能によって行った。 

学生たちの関心事項は多岐にわたった。いずれの年度も関連する時事も取り入れるな

ど、教科書的な記述を越えた充実した内容のプレゼンテーションであった。なお、学生

が作成した資料は匿名化し、内容には手を加えず図表２および図表３に掲載する。 

 

図表１．プレゼンテーション資料の概要 

実施日 概要 

2019年 5月 13日 

1. 妊娠期高血圧 

2. 死産（母親に起因するもの） 

3. 死産（胎児に起因するもの） 

4. 新生児死亡 

5. 高齢妊娠 

6. 感染症 

7. 人工妊娠中絶 

2020年 6月 1日 

1. 母子保健の歴史 

2. 健やか親子 21について 

3. 母子保健法の概要・妊娠届け出について 

4. 母体保護施策について 

5. 妊娠期の疾患について 

6. 妊婦に関する指導・検査について 

7. 周産期医療について 
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図表２．学生たちが作成したプレゼンテーション資料（2019年度） 
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図表 3．学生たちが作成したプレゼンテーション資料（2020年度） 
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4. 分析方法および結果 

 

4.1キーワード分析 

 

分析方法は、キーワード分析である。プレゼンテーション資料のテーマの中で示された 17

のキーワードに対して、2019 年度と 2019 年度の女子学生計 113 人の小レポート（おおよ

そ 600 字程度）においてどのキーワードに対応する内容が取り上げられていたかを内容か

ら分析・集計したものである。 

分析に用いた提出レポートは、前項で述べた学生による「妊娠中、新生児期の健康課題と

対策」についてのプレゼンテーションを受講して、とくに関心を持ったことに加え、関連し

て自分で調べたこと等も加えた簡潔なレポートである。レポートの提出期限は、翌週の授業

開始時とした（提出日：2019 年 5 月 20 日、2020 年 6 月 10 日）。結果の概要は図表 4～6

のとおりである。学生の関心は、「妊婦健診(必要性、回数、費用、情報、オンライン)」が約

6 割で最も多く、次いで「母子健康手帳」、「アプリでの情報発信に期待」が約 4 割、「妊娠

を届け出るまで制度を知る機会がない・公のサイトがない」、「人工妊娠中絶の多さ」「避妊

の知識、性教育」、「高齢出産のリスク」が約 3 割の順であった。 
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図表４．学生が関心を寄せた妊娠中、新生児期の健康課題と対策に関するキーワード 

項  目 人数 割合 

妊婦健診(必要性、回数、費用、情報、オンライン) 64 57% 

母子健康手帳 44 39% 

妊娠を届け出るまで制度を知る機会がない・公のサイトがない 24 21% 

アプリでの情報発信に期待 39 35% 

妊娠中の疾患・母子感染・受動喫煙 24 21% 

社会全体の妊娠・出産・子育てへの理解と環境の整備が必要 17 15% 

人工妊娠中絶の多さ 36 32% 

避妊の知識、性教育 30 27% 

高齢出産のリスク 29 26% 

出生前診断 23 20% 

周産期医療 13 12% 

未受診妊婦、虐待 25 22% 

不妊治療 20 18% 

養子縁組 9 8% 

育児休業・仕事と育児の両立・男性の育児参加・男女共同参画 15 13% 

子ども子育て支援・高齢者優遇 11 10% 

葉酸欠乏 14 12% 
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図表５．学生たちの関心 
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図表６．学生のレポートから(抜粋) 

◼ 妊娠について自分で調べたことがなかったので、妊娠と検索すると公のサイトが出てこないこ

とに驚きました。妊婦世代にとってネットは大きなツールであるはずなのに調べられないのは

なぜだろうと思いました。そして、行政のサービスは自分で探さなければ受けられないという

現状を知りました。 

◼ 私たちの世代では、特定の学科に進まない限り、妊娠に対する知識は少ないと思った。学校な

どでも生理や第二次性徴だけでなく、妊娠についての授業も行うべきだと思った。 

◼ 今回の講義で一番印象に残った事は、人工妊娠中絶についてだ。私は旅行の期間に生理をず

らすためにピルを使ったことがあるけれども、初めてピルを買いに行く時には、とても不安で

緊張した。自分は妊娠をしないためにピルを貰いにいっているわけではないのに、何だかいけ

ないような気持ちで産婦人科に行っていた。なので、産婦人科に行くことは私にはどんな理由

でも抵抗のあることだと思っている。海外では性に関する知識を恥ずかしがることなく聞ける

という。日本もそのようになってほしいという意見にはすごく同感した。 

◼ 母子健康手帳が子どもの成長の記録だけではなく、健診の受診補助に必要だったり、簡単な

教科書にもなり得るということを初めて知った。 

◼ ３５歳以上の初産を高齢出産と定義されているようだが、むしろ最近はこちらの方が多い気が

した。肉体的なリスクだけでなく、子育ての環境（仕事との両立、親の介護など）にも多くのリ

スクが存在していることは、あまり知られていないことが多く、周知が必要だと思った。 

◼ 妊娠することで生じるリスクは多岐にわたり、実際に身におこる健康問題と精神的な面での健

康問題があることが分かった。妊娠を喜ぶことができる環境ばかりではないことが分かり、妊

婦に働きかけるだけでなく、社会自体にアプローチする必要があるのだと良く分かった。 

◼ 教員養成課程の授業で私はピルについて初めて知った。海外では（低用量）ピルは避妊だけで

なく、高齢出産や仕事との両立といった人生設計をする中での１つの手段として使われている

とのことだった。日本でもっと正しいピルの知識が広がっていってほしいと思った。 
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4.2提出レポートの記述内容から抽出した対象者の意識の特徴 

 

20 歳を超えるまで、ほとんど妊娠出産について学ぶ機会がなかったという記載が極めて

多かった。そのうえで、母子健康手帳のアプリ紹介に対して大きな期待と称賛があった。一

方で、妊娠出産に関する公のサイトがみつからないこと、行政からの発信が紙媒体かホーム

ページしかないこと、妊娠を届け出てはじめて母子健康手帳を知り、妊婦健診についての情

報を受け取る状況なのは問題ではないか、という指摘も多かった。 

しかし、インターネット上の情報一辺倒ではなく、不確かな情報の氾濫への危惧、母子健

康手帳については紙媒体と電子媒体の併用が必要、といった意見を持つ学生も多く、情報リ

テラシーはかなり高いと思われた。 

性教育の必要性と、「性教育」という言葉の暗いイメージについての記述も複数あった。

現在政府では不妊治療への支援を政策として掲げているが、その前に、まず、出産に望まし

い時期があることを含め、妊娠前教育がしっかり展開されるようにすべきではないか。若い

当事者たちの声が反映された政策が進むことが望まれる。 

また、2020 年度 3 年生の学生からの承諾の得られたリーフレット案 52 本をみると、妊

娠・出産のみならず、すべてのライフステージから自由にテーマを選択させたなかで、妊婦

のみならず、男性に対して妊娠出産を解説したもの、葉酸摂取や禁煙など妊娠前から妊娠中

の個別事項、不健康なダイエット、子宮頸がん検診やワクチンなどをとりあげたものがそれ

ぞれ複数あった（図表７および巻末資料編）。男性を対象とした啓発資料も目立った。学生

ならではの同世代への共感を求めた作品は大いに参考になる。 

若い世代への啓発活動にはその世代の視点や感性を取り入れた情報発信が望まれる。 
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図表７.ライフステージ別啓発用資料案のうち、妊娠出産をとりあげたもの 

 

対象 テーマ 

配偶者 妊娠経過 

妊婦 妊娠経過 

 妊婦健診 

 葉酸欠乏 

妊婦と配偶者 禁煙 

若年女性 ダイエット 

 禁煙 

若年女性・男性 HPVワクチン 

若年女性 子宮頸がん検診 
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5. おわりに 

 

本調査実施にあたり、自身の貴重なレポートを分析資料に提供してくれた学生の皆様に

心より感謝申し上げる。若い世代も政策に参加したいという意思は強いが、機会、糸口がな

い、というのが実感のようであった。今回、本稿を通じて、学生たちが今後の政策提言に役

立てて欲しいという思いで提供してくれた生の資料が、少しでも多くの方の目に触れるこ

とを願う。 

そして、今回の報告が、今後の子ども・子育て支援法や成育基本法にもとづく妊娠出産へ

の実効ある啓発活動等のための資料となることを期待する。 

 



資料編

啓発用資料案のうち、妊娠出産に関連するものを53編から抽出して
掲載する。
ただし、縮尺は本報告書のページ構成にあわせ、それぞれ調整して
いる。
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